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１． 目的 

 本研究ではラットのギプス固定により萎縮した

後肢骨格筋の回復時に同化作用を有するクレンブ

テロール(CLE)投与し、その回復促進作用の有無を

検討した。 

 

２． 研究方法 

1) 実験動物：8 週齢の SD 系雄ラットを 28 匹使

用し、被験筋は内側腓腹筋(MG)とした。 

2) 方法：ラットは 9日間のギプス固定を行う群

(IMM 群)、その対照群(CON 群)、ギプス固定

後に 14 日間の通常飼育を行う群(R-CON 群)、

同じく続く 14 日間の回復期間に CLE を投与

する群(R-CLE 群)の 4 群に分けた。ギプス固

定は包帯式ギプスを用いて固定した。CLE は

1.0mg/kg/dayで皮下投与を行い、R-CON群に

は CLE と等量の生理食塩水を投与した。IMM

群は 9日間の固定期間後に CON群と共に筋を

摘出し、R-CON 群と R-CLE 群は回復期間後に

筋を摘出した。 

3) 分析方法：筋腹部から厚さ 10µｍの連続切片

を作成し、免疫抗体染色、SDH 染色、GPD 染

色を行った。筋線維分析は中村ら 1)の方法に

従い、近位部と遠位部に相当するそれぞれの

部位において行った。 

 

３． 結果と考察 

1)  R-CLE群の筋重量は、R-CON群より高値を示

し、CLE 投与による回復促進作用が認められ

た（図参照）。CLEは速筋に選択的に作用する

と報告されており 2)、被験筋である MGは速筋

であることから、CLE の同化作用がこの筋に

回復促進の作用を及ぼしたと考えられた。 

2)  R-CLE 群の近位部の筋線維は全てのタイプ

で R-CON群に比べて高値を示した。しかしな

がら、R-CLE 群の遠位部のタイプⅡ線維では

CLEの有無と違いはなかった。 

3) R-CLE群の近位部と遠位部の全てのタイプの筋

線維の SDH活性は R-CON群より低値を示した。

CLE は筋を速筋化すると報告されており 3)、そ

のために酸化系の代謝が抑制された可能性が考

えられた。 

4) GPD活性は全てのタイプの筋線維で固定、回復、

CLE投与による変化は観察されなかった。 

 

 

４． 結論 

本研究において、CLE 投与は萎縮した内側腓腹

筋の回復を促進することが示された。しかしなが

ら、その回復促進作用は同じタイプであっても部

位により異なることが示唆された。 
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